
 

 

 

 

 

 

 

 

 新たな年が幕を開けました。保護者・地域の皆様方におかれましては、希望に満ちた清々しい新春をお迎えの

ことと存じます。 

昨年中は、「二季」と称されるほど気候が変化している中で、長い猛暑への対策や急な冬の到来によるインフル

エンザ等の感染症対策などで、保護者・地域の皆様には学校の対応、取組にご理解・ご協力をいただき誠にあり

がとうございました。とくに体育祭の２日間での開催や校内音楽会の開催延期に際しては、ＰＴＡ会長様をはじ

め本部の方々や保護者ボランティアの方々に温かいお力添えをいただきましたことに深く感謝申し上げます。 

本年も本校の教育活動に対し、一層のご支援・ご協力を賜りますようお願い申し上げます。 

 

さて、思いの込められた人の歌声やよい音楽に触れると、無意識のうちに鳥肌が立ったり涙がこみ上げてきた

りすることがあります。それは理屈ではなく、その美しさやすばらしさに心が揺さぶられ感動を覚えていること

の証しです。昨年１２月中旬に延期開催された校内音楽会では、生徒たちの真剣な姿、本気の歌声に思わず目頭

が熱くなりました。仲間と共に一所懸命に合唱に取り組む姿は、聴いている方々に勇気と感動を与えたのではな

いでしょうか。参観された保護者の方々からは、「生徒たちが懸命に歌う姿に感動しました」「中学生の爽やかな

歌声と姿を見て、新鮮な気持ちになりました」「一所懸命に歌う姿から生徒たちの頑張る気持ちがよく伝わってき

ました」「（どんな状況下でも）一所懸命に取り組む姿に心打たれました」などといった声を数多くお寄せいただ

きました。中には「会の進行も立派でした」と司会のアナウンスや運営の様子にも着目して、会の進行やクラス

紹介等を担った音楽会実行委員の活躍を評価してくださった方もいらっしゃいました。 

 

近年、ＡＩが急速に発達し、今や私たちの暮らしにおいて必要不可欠なインフラの一部となりつつあります。

現在人間が担っている仕事のほとんどをＡＩが肩代わりする日も近いとも言われています。しかし、過去の膨大

なデータの蓄積から様々な課題への対応や解決策を導き出すことは“得意”とするＡＩですが、まだまだ人間に

及ばない分野があるとされています。それが物事に感動したり共感したりする感性、さらには、過去には存在し

ない物事やアイデアを新たに生み出す創造性です。 

特に、美しいもの、すばらしいものに心動かされ、それを他者と共感する心の働き。そして、その美しいもの

やすばらしいものを生み出すためにはどれだけ大変なプロセスや努力、苦労があったかを察する想像力。こうし

た心のはたらきは、ひいては他者への思いやりや優しさ、気遣いにつながるものです。 

学校は第一義的には学力、体力、基本的な生活習慣を身に付け、集団生活を学ぶところですが、学校行事や様々

な体験活動等を通じて豊かな感性を育むところでもあります。体育祭の競技での仲間たちの真剣勝負や応援パフ

ォーマンスを見て、また、音楽会でのクラス合唱を互いに聴いて、あるいは仲間たちの日々の頑張る姿に触れて、

日々、生徒たちの感性は磨かれ、育まれていきます。急激な進化を遂げるＡＩの活用が加速化していく一方で、

ＡＩには代替しづらい、人間ならではの感性を磨くことの重要性は、今後益々高まっていくものと思います。 

令和８年も、普段の学習活動や集団活動はもちろんのこと、学校行事や多彩な体験活動を核としながら豊かな

感性を育み、「気遣いと貢献のできる生徒」の育成を図ってまいりたいと思います。
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見事に音楽会のフィナーレを飾った有志合唱 



 

 

★先月号で紹介しきれなかったトピックスです★ 

なないろ学級の小中交流会、学習発表会 

１１月２６日、特別支援学級の小中交流会が本校で

開催され、なないろ学級の生徒たちが南小・入間野小

の児童たちと“じゃんけん列車”や発表の相互鑑賞で

で交流を深めました。小学生を迎える本校生徒のホス  

ピタリティの高 

さに改めて感心。 

市民会館で行わ 

れた学習発表会 

でも心のこもっ 

たベルの演奏を 

披露しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

吹奏楽アンサンブルコンテストに出場 
昨年１１月１３日、アンサンブルコンテスト西部地

区大会が三芳町文化会館で行われ、本校吹奏楽部から

管打楽器のユニットが出場し、銅賞を受賞しました。 

メンバーの心が一つになって生み出されるサウンドは、 

聴く者の心に響 

きました。今回 

の成果と課題を 

部全体の演奏の 

クオリティを高 

めるために活か 

してください。 

 

受賞、おめでとうございます！ 
①狭山市選挙管理委員会が主催する「令和７年度明る

い選挙啓発ポスターコンクール」において、１年生の    

さん、    さん、２年生の    さん

の３人の作品が「中学校の部 入選」となりました。 

 選挙における投票率の低さが課題となっております 

が、３人が制作したポスターが、選挙に対する市民の 

意識の高揚や課題解決につながればと思います。 

 

②ＮＰＯ法人さやま環境市民ネットワークが主催す 

る「2025年度環境作文コンクール」において、１年生 

の    さんの作品「涼しく暮らせるために」が準 

優秀賞に選ばれました。おめでとうございます！ 


